
環
境
衛
生
と
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
禁
止
を
ポ
イ
ン
ト
に
置

き
、
現
在
ま
で
９
回
に
わ
た

っ
て
修
正
し
て
い
る
。
師
年

か
ら
は
ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源

回
収
の
促
進
、
拡
大
生
産
者

責
任
制
度
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
を
推
進

す
る
た
め
、
回
収
す
べ
き
物

品
の
責
任
業
者
に
処
理
費
用

納
入
雲
を
義
務
付
け
て
い
る
。

２
０
０
２
年
に
は
資
源
再
生
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蕊
慧
蕊
識
蕊

融
会
す
る
た
め
、
れ
、
そ
れ
以
後
、
銅
金
属
は
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
シ
ス
テ
ム
が
欠
け
て
い
る
。

舗
創
廃
非
養
一
意
す
べ
て
外
国
に
頼
る
こ
と
に
る
。
年
間
輸
出
し
て
い
る
軍
そ
の
た
め
再
生
業
者
は
収
集

湾
蹄
柵
狸
諦
蔵
搬
な
詫
紬
か
雪
出
入
に
つ
い
て
で
銅
の
含
有
害
一
一
を
釦
Ｉ
印
％
源
な
ま
ま
外
国
に
輸
出
し
て

万
Ｉ
加
万
非
位
の
雑
銅
な
ど
整
理
後
、
低
品
一
一
一
霊
位
の
銅
套

台
票
導
入
し
て
、
台
湾
で
は
現
在
、
銅
需
要
と
推
計
す
れ
ば
、
８
万
少
相
し
ま
う
。
相
手
国
が
受
け
取

邑
収
処
理
場
に
転
換
し
の
全
量
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
当
の
銅
金
属
を
外
国
に
輸
出
ら
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

・
り
、
年
間
釦
万
ｌ
帥
方
少
の
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
れ
に
発
生
し
た
こ
と
が
あ

巨
湾
の
銅
産
業
陰
極
銅
と
、
万
ｌ
巧
万
の
銅
▽
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
生
っ
た
。

か
ら
銅
資
源
流
出
鐸
謹
瀧
蕊
》
謙
篤
蕊
蓉

▽
窒
涙
信
環
シ
ス
テ
ム
の

ス
テ
ム
構
築
が
急
務
諜
講
謹
議
雲

掛
石
の
台
湾
金
属
鉱
業
合
金
な
ど
を
輸
入
し
て
い
等
が
約
１
万
１
２
万
少
、
廃
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

屑
唯
一
の
金
属
鉱
産
会
る
。
使
用
雪
一
一
は
全
世
界
生
産
四
輪
。
一
一
輪
、
廃
家
電
解
体
で
り
、
産
業
も
グ
リ
ー
ン
化
し
、

払
掘
、
選
別
、
製
錬
を
量
一
の
約
４
％
を
占
め
る
。
年
約
１
一
万
少
、
廃
一
電
線
・
ケ
ー
プ
省
エ
ネ
や
一
一
酸
化
炭
素
の
削

〕
て
行
い
、
年
１
万
少
間
一
人
当
た
り
の
平
均
消
費
ル
解
体
、
破
砕
工
場
の
処
理
減
の
政
策
目
標
を
達
成
す
る

司
銅
を
生
産
し
て
い
量
も
訓
毒
に
達
し
て
い
る
。
で
年
間
約
２
万
少
の
銅
ス
ク
こ
と
が
で
き
る
。
本
読
会
は

聖
年
に
鉱
山
経
営
か
ら
輸
入
時
と
輸
出
時
の
単
価
ラ
ッ
プ
が
発
生
し
て
い
る
。
業
者
と
組
ん
で
、
銅
製
錬
所

Ｌ
転
換
、
生
産
量
年
５
を
比
較
し
て
み
る
と
同
じ
銅
．
▽
銅
資
源
の
循
奏
シ
ス
ー
ー
ノ
の
設
置
を
積
極
的
に
推
進
し

）
製
錬
工
場
を
建
設
。
だ
が
価
格
差
が
大
き
い
こ
と
ム
不
在
の
影
響
て
い
る
。

）
台
湾
に
お
け
る
銅
需
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
雑
銅
台
湾
は
鉱
山
は
枯
渇
し
た
（
⑦
は
ね
日
付
の
リ
サ
イ
ク

Ｊ
分
の
１
を
占
め
た
。
の
輸
入
価
霊
は
翰
出
価
額
の
が
、
年
産
７
万
１
９
万
少
の
〃
ル
面
に
掲
載
）

鉱
山
は
、
鉱
石
が
枯
２
１
３
倍
で
あ
っ
た
り
、
酸
都
市
鉱
山
を
持
っ
て
い
る
。

台
湾
資
源
再
生
協
会
の
華

敏
行
創
会
理
一
一
一
一
一
長
は
４
日
、

名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
・

市
工
業
研
究
所
で
開
催
さ
れ

た
第
９
回
レ
ア
メ
タ
ル
資
源

再
生
技
術
研
究
会
で
「
台
湾
・

の
非
鉄
金
属
。
希
少
金
属
再

生
の
現
況
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。
講

演
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

▽
台
湾
の
砿
読
稲
ダ
ル
業

に
つ
い
て

台
湾
で
は
北
部
に
工
面
、

医
療
資
材
や
印
刷
産
業
、
中

部
に
金
属
機
械
、
紡
績
、
石

油
化
学
、
自
転
車
、
自
動
車
、

南
部
に
ね
じ
、
鉄
鋼
、
石
油
化

学
、
船
舶
な
ど
の
産
業
が
分

布
す
る
。
資
源
再
生
業
に
従

事
す
る
企
業
は
大
企
業
が
４

・
６
％
と
な
る
鉦
社
、
中
小
企

業
が
弱
・
４
％
の
１
０
４
９

社
あ
る
。
エ
リ
ア
別
に
は
桃

園
県
が
１
４
７
社
、
高
雄
県

・
が
１
４
３
社
、
高
雄
市
が
１

１
１
社
、
合
南
件
が
１
０
４

社
司
台
中
県
が
兜
社
と
な
る
。

▽
廃
一
一
一
一
一
物
整
理
法
と
資
源

資
源
回
収
処
理
場
に
転
換
し

た
。

▽
台
湾
の
銅
産
業

循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
が
急
務

製
錬
所
不
在
か
ら
銅
資
源
流
出

再
生
法
，

１
９
７
４
年
に
公
告
実
施

さ
れ
た
廃
棄
物
整
理
法
は
、

金
瓜
石
の
台
湾
金
属
鉱
業

は
台
湾
唯
一
の
金
属
鉱
産
会

社
で
採
掘
、
選
別
、
製
錬
を

一
貫
し
て
行
い
、
年
１
万
少

の
電
気
銅
を
生
産
し
て
い

た
。
皿
年
に
鉱
山
経
営
か
ら

製
錬
に
転
換
、
生
産
量
年
５

万
少
の
製
錬
工
場
を
建
設
。

当
時
の
台
湾
に
お
け
る
銅
需

要
の
３
分
の
１
を
占
め
た
。

だ
が
へ
鉱
山
は
、
鉱
石
が
枯

台湾の非鉄金属｡希少金属再生の現況について④


